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雪
雀
酒
造
は
今
年
10
月
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
創

業
時
の
銘
は
『
雀
正
宗
』。
昭
和
６
年
に
初
代
と
親
交
の
あ
っ

た
犬
飼
毅
首
相
が
豊
作
の
瑞
兆
と
さ
れ
る
雪
を
清
酒
の
清
ら
か

な
様
に
な
ぞ
ら
え
、
雀
が
竹
の
切
り
口
に
米
粒
を
運
び
自
然
発

酵
で
酒
に
な
っ
た
と
い
う
話
『
雀
の
酒
造
り
』
に
ち
な
み
命
名
。

『
雪
雀
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
酒
造
り
で
一
番
大
切
な
の
は
、
良
い
原
料
米
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
う
こ
と
」
と
社
長
の
猪
野
さ
ん
。
卓
越
し
た
技
能
で
黄
綬

褒
章
を
授
か
っ
た
先
代
杜
氏
の「
酒
の
味
を
決
め
る
の
は
麹
米
」

と
い
う
教
え
を
継
ぎ
、
主
に
兵
庫
県
産
山
田
錦
を
使
用
し
、
淡

麗
さ
の
中
に
コ
ク
が
小
味
と
し
て
生
き
た
酒
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。

　

し
ず
く
媛
に
つ
い
て
は
、「
地
産
地
消
と
な
る
愛
媛
県
初
の

酒
造
好
適
米
は
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
。
収
量
が
増
え
れ
ば
、

し
ず
く
媛
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
酒
を
多
く
造
っ
て
い
き
た

い
。
生
産
者
に
は
安
定
品
質
で
、
積
極
的
に
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
猪
野
さ
ん
は
期
待
を
込
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
日

本
酒
は
明
日
へ
の
活
力
に
良
い
役
割
を
果
た
す
ツ
ー
ル
で
す
。

昔
か
ら
地
元
に
親
し
ま
れ
て
き
た
味
わ
い
を
大
切
に
、
こ
れ
か

ら
も
‘
旨
い
’
と
う
な
る
感
動
の
酒
を
、
基
本
に
忠
実
に
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
本
流
の
酒
造
り
で
積
み
重
ね
て
新
し
い
展
望

を
拓
い
て
い
き
ま
す
。
消
費
者
の
視
点
を
大
切
に
、
モ
ノ
づ
く

り
の
原
点
で
あ
る
酒
造
り
の
楽
し
さ
を
失
う
こ
と
な
く
」
と
酒

造
り
へ
の
熱
い
胸
の
内
を
吐
露
さ
れ
ま
す
。

雪雀酒造株式会社
代表銘柄	 雪雀
創　　業	 1915年（大正４年）
代 表 者	 代表取締役　猪野　敏朗
住　　所	 松山市柳原123番地
T E L	 089-992-0025
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と
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▼

酒
造
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愛
媛
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酒
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ぐ
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２▲純米大吟醸「雪雀」と純米吟醸「しずく媛」
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〈今月の素材〉トマト

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　汗をかいたらビニールプールに水を
はって水遊び。ひと浴びして、からだが
気持ちよくなった頃、一緒に冷やしたト
マトやスイカもちょうど良い食べ頃に
なったかな？　炎天下では農作業もひと
休み。テレビの前のお父さんは枝豆をつ
まむ手が思わずとまって、高校野球も佳
境かな？　暑～い夏をそれぞれに楽しく
乗り切って、涼しい秋を待ちましょう。
●表紙：行水
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
統
一
資
材
リ
ス
ト
銘
柄
を
Ｊ
Ａ

指
針
へ
採
用
し
、
予
約
用
紙
に
導
入
し
て

も
ら
う
こ
と
で
予
約
価
格
の
引
き
下
げ
に

取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
は
さ
ら
に
法
人
・

大
口
農
家
へ
の
価
格
対
策
と
し
て
、
早
期

引
取
り
や
４
０
０
袋
・
６
０
０
袋
の
満
車

直
送
（
指
定
銘
柄
・
リ
フ
ト
必
要
）
に
よ

り
物
流
コ
ス
ト
削
減
分
を
価
格
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
①
四
国
地
区
結
集
銘
柄
（
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
開
発
普
及
を

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
商
品
や
施
肥
防
除
技
術

の
開
発
、
普
及
に
よ
り
、
施
肥
防
除
の
省

力
化
や
軽
減
化
、
労
力
配
分
等
も
含
め
て

農
業
経
営
全
体
で
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
（
低
コ
ス
ト
資
材
＋
収
量
・
品
質
の
向

上
＋
省
力
化
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
肥
料
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

　

農
業
の
基
本
は
「
土
壌
」「
土
づ
く
り
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、
土
壌
診
断
に
よ
る

分
析
結
果
に
基
づ
き
「
必
要
な
も
の
は
入

れ
る
、
不
必
要
な
も
の
は
入
れ
な
い
」
と

い
う
姿
勢
で
土
壌
改
良
と
適
正
施
肥
を
進

　

肥
料
農
薬
課
は
、
現
在
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
が
進
め
て
い
る
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー

ド
事
業
」
を
通
じ
、
肥
料
・
農
薬
の
担
い

手
予
約
価
格
を
中
心
に
目
に
見
え
る
価
格

の
引
き
下
げ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
土

壌
診
断
を
基
本
と
し
た
適
正
施
肥
や
病
害

虫
発
生
予
察
に
基
づ
く
適
期
適
正
防
除
の

徹
底
に
よ
り
、
収
量
・
品
質
の
向
上
を
め

【
肥
料
農
薬
課
】

農
業
経
営
全
体
で
の

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
産
資
材
部
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
担
い
手
等
予
約
結
集
に
基

づ
く
結
集
メ
リ
ッ
ト
の
価
格
反
映
（
予
約
価
格
対
策
）
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自
品
目
な
ど
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
資
材
や

施
設
の
開
発
・
普
及
促
進
等
を
通
じ
て
、
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
と
低
コ
ス
ト
供
給
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
生
産
資
材
部
の
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特

集

◆特集：生産資材コスト低減の取り組み

「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
通
じ
て

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
推
進
し
ま
す
。
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ま
た
、
箱
処
理
剤
の
播
種
時
同
時
処
理

や
水
稲
除
草
剤
の
水
口
処
理
、
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散
布
等
、
省
力
散
布
技

術
の
実
証
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
メ
ー
カ
ー

と
共
同
開
発
し
た
水
稲
除
草
剤
「
Ｍ
Ｙ

１
０
０
」「
Ａ
Ｖ
Ｈ
３
０
１
」、
全
農
が
販

売
権
利
を
取
得
し
た
園
芸
殺
虫
剤
「
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
」、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
「
ペ

ン
コ
ゼ
ブ
」「
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
」
等
の
普

及
推
進
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
て
お

り
、
今
後
も
生
産
者
の
要
望
に
応
じ
て
新

規
剤
の
開
発
、
重
要
剤
の
権
利
買
取
、
新

規
技
術
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
愛
媛
農
業
の
未
来
の
た
め
に

　

肥
料
農
薬
課
で
は
、
今
後
も
、
農
家
手

取
り
の
向
上
を
目
指
し
て
資
材
費
の
価
格

引
き
下
げ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
農
家
・
担
い
手
に
農
業
を
続

け
て
も
ら
う
た
め
、
収
量
・
品
質
の
向
上

の
た
め
の
新
し
い
商
品
や
施
肥
防
除
技
術

の
開
発
、
普
及
、
施
肥
防
除
の
省
力
化
や

軽
減
化
に
取
り
組
み
、
愛
媛
農
業
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
機
課
で
は
、
新
品
・
中
古
・
部
品
の

進
め
て
い
る
「
い
ざ
な
み
」「
農
援
隊
」）

②
低
成
分
銘
柄
（
県
独
自
銘
柄
と
し
て
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
、「
し
あ
わ
せ
化

成
」「
菌
根
甘
９
６
５
」）
③
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
肥
料
（
県
下
の
土
壌
分
析
結
果
を
基
に

水
稲
で
は
Ｖ
型
（
14

−

８

−

12
な
ど
）、
野

菜
で
は
Ｌ
型
（
７

−

５

−

５
な
ど
）
を
基

本
に
作
物
に
あ
っ
た
配
合
割
合
を
決
め
、

効
率
的
施
肥
、
施
肥
労
力
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
）
等
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
商

品
の
開
発
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
稲
で
は
育
苗
箱
全
量
施
肥

「
苗
箱
ま
か
せ
」
や
流
し
込
み
施
肥
、
鉄

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
と
い
っ
た
省
力
技

術
、
柑
橘
で
は
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

【
農
機
課
】

独
自
型
式
や
中
古
農
機
の

取
り
扱
い
拡
大
め
ざ
す

た
中
晩
柑
用
の
年
２
回
施
肥
に
続
き
、
温

州
み
か
ん
の
年
間
１
回
施
肥
（「
み
か
ん

一
発
６
６
７
」「
楽
や
農
６
８
０
」
10
～

11
月
施
肥
）
に
よ
る
省
力
化
等
の
実
証
・

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
農
薬
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

　

肥
料
同
様
に
、
統
一
資
材
リ
ス
ト
銘
柄

に
よ
る
予
約
価
格
引
下
げ
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
水
稲
除
草
剤
に
つ
い
て
は
コ
ス

ト
削
減
品
目
の
設
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
・
大
口
農
家
へ
の
価
格
対
策
と
し

て
は
、
水
稲
の
箱
施
用
剤
や
除
草
剤
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
防
除
薬
剤
等
、
大
型
規
格

農
薬
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
進
め
る
と
と
も

に
価
格
引
き
下
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
）
を
通
じ
た
部
品
の

即
納
（
発
注
後
翌
日
納
品
）
率
向
上
を
目

的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
と
い
う
ネ
ッ
ト
上
で
の
部
品
発
注
・
中

古
農
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
促
進

し
、取
り
扱
い
・
取
り
組
み
の
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。

◇
新
品
事
業

　

～
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自
型
式
と
特
別
仕

　
　

様
機
の
推
進

　

大
量
生
産
機
を
ベ
ー
ス
に
、
自
動
化
機

能
・
装
備
を
絞
り
込
む
こ
と
で
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
農

家
の
長
持
ち
志
向
に
応
え
る
高
耐
久
性
、

操
作
負
担
を
軽
減
す
る
操
作
性
、
作
業
者

の
安
全
面
を
考
慮
し
た
安
全
性
の
提
供
を

目
的
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
独
自
型
式
・

特
別
仕
様
を
設
定
し
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
の

追
求
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

①
愛
媛
県
重
点
型
式
の
早
期
推
進

　

農
家
へ
の
直
接
的
メ
リ
ッ
ト
還
元
を
目

的
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
の
３
機
種
を
対
象
と
し
、
需
要
期
終

了
後
に
早
期
推
進
期
間
を
設
け
、
期
間
内

に
納
品
・
売
上
を
完
了
す
る
製
品
に
対
し

て
特
別
早
期
価
格
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
型
式
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
の
農
業

実
態
に
即
し
た
型
式
を
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
を

踏
ま
え
て
設
定
し
て
お
り
、
価
格
メ
リ
ッ

３
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
事
業
別
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
安
価
な
農
機
の
取
り

扱
い
拡
大
と
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

新
品
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自

型
式
と
特
別
仕
様
機
お
よ
び
愛
媛
県
独
自

の
重
点
型
式
を
設
定
し
て
価
格
メ
リ
ッ
ト

を
追
求
し
、
毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る

県
下
統
一
展
示
会「
農
機
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
」

や
各
Ｊ
Ａ
主
催
の
展
示
会
・
実
演
会
で
の

普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
古
事
業
と
部
品
事
業
に
関
し
て
は
、

県
内
系
統
中
古
農
機
情
報
共
有
化
に
よ
る

中
古
需
要
へ
の
対
応
強
化
、
西
日
本
部
品

ト
適
用
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
中
古
農
機
事
業

　

～
県
内
系
統
中
古
農
機
情
報
の
共
有
化

　

近
年
、
中
古
農
機
へ
の
需
要
が
高
ま
る

中
で
、
県
内
中
古
農
機
の
流
通
促
進
を
目

的
に
、
情
報
の
共
有
化
・
定
期
的
な
発
信

な
ど
の
取
り
組
み
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
で
は
、
全
国
の
中
古
情
報
共

有
化
に
向
け
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。
情
報
共
有
化
の
取
り

組
み
状
況
と
し
て
は
、
各
Ｊ
Ａ
で
保
有
し

て
い
る
中
古
農
機
情
報
を
県
内
で
共
有
す

特
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る
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
情
報
を
掲
載

し
、
定
期
的
な
情
報
の
更
新
・
発
信
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
愛
媛
県
内

で
の
シ
ス
テ
ム
導
入
は
11
Ｊ
Ａ
・
18
農
機

セ
ン
タ
ー
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
全
32

拠
点
、
普
及
率
約
56
％
）。
未
導
入
の
拠

点
に
つ
い
て
は
、
中
古
農
機
情
報
の
発
生

都
度
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
農
機
課
が
Ｗ
Ｅ

Ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
へ
代
行
掲
載
す
る
こ
と
で
需
要

に
対
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

中
古
農
機
情
報
は
、
農
家
の
求
め
る
質

と
価
格
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
中
古

農
機
情
報
管
理
重
点
年
度
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
掲
載
情
報
の
内
容
充
実
を
進
め

て
お
り
、
県
内
の
幅
広
い
中
古
農
機
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
部
品
事
業

　

～
西
日
本
部
品
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画
に

　
　

よ
る
部
品
即
納
率
向
上

　

平
成
23
年
１
月
よ
り
、
部
品
即
納
率
の

向
上
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
単
独

運
営
し
て
い
た
農
機
パ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
つ
い
て
、
愛
媛
・
鳥
取
・
島
根
・

山
口
の
４
県
を
対
象
県
と
し
た
西
日
本
部

品
セ
ン
タ
ー
へ
事
業
移
管
し
ま
し
た
。
同

部
品
セ
ン
タ
ー
は
平
成
27
年
４
月
現
在
で

は
対
象
県
に
岡
山
を
加
え
た
５
県
で
運
営

し
て
お
り
、
今
後
も
参
加
県
を
拡
大
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
目
的
と
し
て
い

た
即
納
率
は
愛
媛
単
独
運
営
時
の
37
％
か

ら
75
％
（
平
成
26
年
度
末
時
点
）
へ
と
飛

躍
的
に
向
上
し
て
お
り
、
迅
速
な
修
理
整

備
対
応
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
即

納
率
向
上
な
ど
の
改
善
に
向
け
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
導
入
促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
農
住
課
で
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ

リ
ー
ド
事
業
」
を
通
じ
た
、「
農
ビ
・
農

ポ
リ
加
工
品
部
会
予
約
結
集
対
策
」「
施

設
園
芸
農
家
育
成
対
策
」
の
取
り
組
み
と

と
も
に
、
燃
料
費
高
騰
に
伴
い
省
エ
ネ
対

策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ハ
ウ
ス
加
温
機
の

更
新
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、「
ハ
ウ
ス

加
温
機
予
約
推
進
」
に
よ
る
農
家
負
担
の

軽
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
農
ビ
・
農
ポ
リ
加
工
品
部
会
予
約
結
集

対
策

　

被
覆
資
材
（
加
工
品
）
に
お
い
て
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
原
料
価
格
が
上
昇
し
、

平
成
22
年
度
５
％
・
平
成
23
年
度
５
％
、

平
成
25
年
度
５
％
値
上
げ
と
い
う
情
勢

で
、
平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
メ
ー
カ
ー

の
値
上
げ
要
請
に
対
し
、
消
費
税
増
税
に

加
え
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
は
施
設
園
芸
農

家
の
縮
小
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
し
て
、

前
年
価
格
据
置
で
決
着
し
ま
し
た
。

　

農
ビ
・
農
ポ
リ
加
工
品
で
は
、
農
ビ
14

品
目
、
農
ポ
リ
５
品
目
を
重
点
品
目
と
し

て
設
定
。
品
目
の
集
約
と
需
要
の
結
集
を

背
景
に
、
部
会
（
組
織
） 

の
予
約
購
買
メ

リ
ッ
ト
を
追
求
し
、
資
材
コ
ス
ト
低
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、予
約
メ
リ
ッ

ト
を
明
示
し
、
予
約
率
の
向
上
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
予
約
率

は
64
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

度
は
さ
ら
な
る
予
約
率
の
向
上
を
め
ざ
し

【
施
設
農
住
課
】

予
約
結
集
対
策
と

ハ
ウ
ス
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
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27
年
度
も
直
売
所
等
で
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

③
ハ
ウ
ス
加
温
機
予
約
推
進

　

青
果
物
の
周
年
栽
培
化
の
中
で
ハ
ウ
ス

加
温
機
は
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
導
入
経

費
が
高
く
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
20
型
・
22
型
加
温
器
は
導
入

後
20
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
部
品

も
供
給
停
止
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、更
新
需
要
の
対
応
に
重
点
を
置
き
、

早
期
予
約
に
よ
る
価
格
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち

出
し
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④�

低
コ
ス
ト
野
菜
栽
培
プ
ラ
ン
ト
の
普
及

推
進

　

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
と
協
力
し
、

「
低
コ
ス
ト
野
菜
栽
培
プ
ラ
ン
ト
」
の
開

発
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
菜

栽
培
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
も
、
栽
培

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
管
理
す
れ
ば
、
葉
物

野
菜
の
周
年
安
定
生
産
が
可
能
で
、
小
規

模
面
積
か
ら
安
価
に
プ
ラ
ン
ト
導
入
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
普
及
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
段
ボ
ー
ル
工
場
は
全

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
施
設
園
芸
農
家
育
成
対
策

　

消
費
者
と
生
産
者
を
直
接
結
ぶ
「
農
産

物
直
売
所
」
で
は
、
四
季
を
通
し
て
安
定

し
た
品
揃
え
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

施
設
園
芸
は
不
可
欠
で
す
。
低
コ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
普
及
推
進
を
図
り
、
直
売
所
の
活

性
化
と
施
設
園
芸
農
家
の
裾
野
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
仕
様
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
Ｊ

Ａ
と
協
議
し
仕
様
・
規
格
を
設
定
し
ま
す
。

推
進
・
取
り
ま
と
め
を
行
い
１
Ｊ
Ａ
５
戸

以
上
で
助
成
を
適
用
し
、
ハ
ウ
ス
資
材
コ

ス
ト
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

農
グ
ル
ー
プ
唯
一
の
直
営
段
ボ
ー
ル
工
場

と
し
て
機
能
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

高
品
質
な
製
品
を
効
率
的
に
製
造
し
、
安

定
供
給
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

の
認
証
を
取
得
し
、
顧
客
重
視
の
原
則
の

も
と
に
品
質
管
理
を
徹
底
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
繰
り
返
し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
に
向
け
て
、
平

成
26
年
８
月
よ
り
全
国
本
部
を
窓
口
と
し

て
関
東
５
県
と
九
州
地
区
の
段
ボ
ー
ル
強

度
試
験
受
託
を
開
始
し
、
西
日
本
地
区
の

品
質
試
験
拠
点
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

資
材
コ
ス
ト
低
減
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事

業
」
展
開
の
一
環
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
・

包
装
副
資
材
の
予
約
メ
リ
ッ
ト
を
価
格
に

反
映
す
る
と
と
も
に
青
果
物
段
ボ
ー
ル
で

は
茶
箱
化
・
低
コ
ス
ト
原
紙
の
普
及
拡
大
・

Ｏ
Ｐ
ニ
ス
な
し
化
を
促
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
平
成
26
年
度
を
も
っ

て
全
て
の
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
切
り
替
え
可
能

な
製
品
に
関
し
て
実
施
を
完
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
包
装
資
材
新
形
態
の
企
画
提
案

に
よ
る
取
扱
い
拡
大
対
策
と
し
て
、
身
蓋

一
体
型
の
段
ボ
ー
ル
箱
の
提
案
に
よ
る
作

業
の
効
率
化
・
市
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

鮮
度
保
持
等
の
商
品
価
値
の
向
上
に
つ
な

【
段
ボ
ー
ル
工
場
】

段
ボ
ー
ル
・
包
装
資
材
の

コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

特
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が
る
資
材
提
案
及
び
実
証
試
験
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
工
場
に
お
け
る
市
場
競
争
力
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
平
成
25

年
３
月
に
Ａ
式
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
ラ
イ
ン

「
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
（
エ
ボ
ル
）」
を
導
入
し
て
製

品
の
品
質
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る
投
資

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
年
間
稼
働
率
の

平
準
化
を
め
ざ
し
、早
期
引
き
取
り
対
策
、

予
約
製
造
対
策
の
精
度
の
向
上
促
進
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
に
製
造
ラ
イ
ン
毎
に
故
紙
・

不
良
率
の
削
減
、
型
替
え
時
間
の
短
縮
等

の
目
標
を
設
定
し
、
毎
月
の
達
成
に
向
け

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

◇
段
ボ
ー
ル
資
材
の
情
勢
と
今
後
の
価
格

動
向
に
つ
い
て

　

段
ボ
ー
ル
原
紙
の
主
原
料
で
あ
る
国
内

古
紙
価
格
は
平
成
25
年
８
月
に
買
い
取
り

価
格
が
15
円
／
㎏
に
引
き
上
が
っ
た
後
、

横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
輸
出
古
紙
の

価
格
20
円
／
㎏
と
の
間
で
、
国
内
製
紙
会

社
の
買
入
れ
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
円
安
の
進
行
・
電
気
・
重
油

価
格
等
を
理
由
に
メ
ー
カ
ー
は
原
紙
価
格

の
値
上
げ
を
要
請
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
段
ボ
ー
ル
工
場
と
し
て

は
、
段
ボ
ー
ル
販
売
価
格
の
値
上
げ
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
全
国
本
部
と
の
協

調
を
図
り
つ
つ
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
と
の
交

渉
に
全
力
を
投
じ
る
こ
と
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
資
材
コ
ス
ト
の

低
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、
全
農
グ

ル
ー
プ
唯
一
の
段
ボ
ー
ル
工
場
と
し
て
の

機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
組
合
員
・
Ｊ

Ａ
と
協
同
す
る
こ
と
で
今
後
も
経
営
改
善

に
努
め
、
求
め
ら
れ
る
負
託
に
応
え
て
い

き
ま
す
。

　ＪＡ全農は「農家手取りの最大化」を掲げ、ＪＡと一体的に生産資材コストの削
減に取り組みます。
　平成28年度からの３か年事業として、県内にモデルＪＡを設置し、生産資材事業
の課題を検証した上でコスト低減の具体策を進めていきます。
　農家手取りの最大化を実現するには、「販売価格を高めること」「物財費や労働費
を削減すること」「生産性を向上すること」、生産から販売までのトータルコストの
削減に取り組む必要があります。
　このことは農業協同組合の理念であり、これまでもあらゆる方策で農協マンが取
り組んできたことは言うまでもありません。
　肥料農薬・農業機械・園芸資材・段ボール・副資材とも、厳しい農業環境を踏まえて、
全農がメーカーと交渉してきたことは、価格の安定にとどまらず、低成分・低コス
ト肥料の開発、系統独自規格品の開発、銘柄・機種の統一など、一定の成果につな
がっていると言えます。
　一般に「ＪＡの生産資材価格は高い」と言われることがありますが、決してその
ようなことはありません。
　一部の商業者やホームセンターは、客引き用に特売商品の設定が臨機応変に行う
ことができるため、「昨日買ったものが今日は安くなっている」「数量が限られてい
る」「全農の品質基準に満たない商品がある」、という場合もあります。
　ＪＡは農家予約を基本にしているため、予約と当用の２本立て価格がベースと
なっています。それでも全農が実施する定点調査によると、全国的には農薬の８割
の品目でホームセンターには負けていない結果を得ています。また、ＪＡには信頼
と安心が求められているため、原料・成分において間違いのない商品づくりを心が
けています。派手な宣伝やパフォーマンスはありませんが、地道に農家の経営向上
に努めています。
　ＪＡが市場に一定のシェアを確保した上で価格を提示することは、商業者の価格
をけん制するという大きな機能を持っています。ＪＡの価格を基準に商業者は価格
設定を行っているのが現状です。
　これからもＪＡ・ＪＡ全農えひめは、更なるコスト削減に向けて、系統推奨品目
の具体策を推進していきます。「良い物をより安く」ぜひＪＡの生産資材を今後も
ご利用下さい。

「農家手取りの最大化」に向け、
生産資材コストの低減を推進します！

JA全農えひめ　生産資材部長　石川　忠司
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J
A
全
農
え
ひ
め
は
、

６
月
30
日
、
松
山
市
の

J
A
愛
媛
で
会
員
代
表
者

会
を
開
き
、
平
成
26
年
度

の
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
26
年
度
事
業
報
告

　

県
本
部
の
取
扱
高
は
、
畜
産
部
以
外
は

計
画
を
下
回
り
、
全
体
で
計
画
比
91
％
の

部
は
、
消
費
税
増
税
の
影
響
、
施
設
工
事

の
事
業
延
期
や
計
画
変
更
、
み
か
ん
用
段

ボ
ー
ル
の
出
荷
数
量
減
少
に
よ
り
取
扱
が

減
少
。
生
活
部
は
、
家
電
製
品
な
ど
の
生

活
用
品
や
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
品
の
販
売
不

振
に
よ
り
取
扱
実
績
が
計
画
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
利
益
段
階
で
は
、
各
部
門
で
事
業

管
理
費
の
削
減
に
努
め
た
も
の
の
、
計
画

を
１
、０
０
０
万
円
下
回
り
、
実
績
は
１
、

０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
経
常
利
益

段
階
で
は
、
受
取
配
当
金
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
内
部
資
金
利
率
の
変
更
に
よ
り
金

利
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
、

計
画
を
１
、６
０
０
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

特
別
損
益
は
、
固
定
資
産
売
却
の
延
期
や

８
１
４
億
５
、７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
糧
部
は
、
米
販
売
価
格
の
下
落
と
種

子
供
給
の
減
少
に
よ
り
取
扱
が
減
少
。
営

農
販
売
部
は
、
温
州
み
か
ん
の
正
品
出
荷

量
の
大
幅
減
少
・
価
格
低
迷
、
野
菜
の
数

量
減
少
・
単
価
安
に
よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

畜
産
部
は
、
豚
肉
の
販
売
数
量
増
・
単
価

高
に
よ
り
取
扱
高
が
増
加
。
生
産
資
材

計
画
外
の
固
定
資
産
除
却
、
退
職
給
付
債

務
の
会
計
基
準
変
更
に
よ
る
引
当
差
額
を

特
別
損
失
に
計
上
し
た
こ
と
で
計
画
を
１
、

６
０
０
万
円
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

当
期
利
益
は
計
画
を
１
、６
０
０
万
円
下

回
る
２
、２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
７
社
の
売
上

高
合
計
は
、
計
画
比
96
％
の
５
０
２
億 

６
、０
０
０
万
円
と
な
っ
た
こ
と
等
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
各
連
合
会
表
彰
も
行
わ
れ
、

J
A
全
農
え
ひ
め
関
係
で
は
、
平
成
26
年

度
の
系
統
経
済
事
業
の
取
り
組
み
に
功
績

の
あ
っ
た
２
J
A
と
J
A
職
員
19
人
を
表

彰
し
ま
し
た（
表
彰
者
は
左
表
の
と
お
り
、

敬
称
略
）。

管理部

会
員
代
表
者
会
を
開
き

平
成
26
年
度
事
業
を
報
告

ＪＡ全農えひめ 平成26年度取扱高実績
（単位：百万円）

部　　　門 計　画 実　績

食 糧 部 3,113 2,909 

営 農 販 売 部 45,598 39,042 

畜 産 部 11,375 12,869 

生 産 資 材 部 16,173 14,450 

生 活 部 12,843 12,188 

合　　　　計 89,101 81,457 

ＪＡ全農えひめグループ会社
平成26年度取扱高実績

（単位：百万円）

会　　社　　名 計　画 実　績

㈱ え ひ め 飲 料 29,008 27,502

Ｊ Ａ え ひ め
ア イ パ ッ ク ス ㈱ 4,104 4,391

Ｊ Ａ え ひ め
フ レ ッ シ ュ フ ー ズ ㈱ 3,275 3,528

㈱ ひ め ラ イ ス 5,157 4,241

ＪＡえひめエネルギー㈱ 2,953 2,920

㈱ え ひ め フ ー ズ 869 871

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 6,880 6,808

合　　　　計 52,246 50,260

平成26年度 全農愛媛県本部表彰

新居浜市農業協同組合 愛媛たいき農業協同組合

【特別功労表彰】　※カッコ内は農協名。

高橋　和久（西条市） 宇都宮宗昭（西宇和）

越智　英治（越智今治） 紙崎　一也（東宇和）

木下　邦男（松山市） 高山　一幸（えひめ南）

【優良職員表彰】　※カッコ内は農協名。

近藤　章仁（うま） 宮岡　寛樹（愛媛たいき）

黒川　直樹（西条市） 野島　　武（西宇和）

石原　博和（周桑） 藤永　純一（西宇和）

曽我部周三（越智今治） 村上　克也（東宇和）

藤本　成吾
（㈱ジェイエイ越智今治） 清水　裕二（東宇和）

菅原　勝宏（松山市） 武田　大志（えひめ南）

仲岡　隆敏（えひめ中央）
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篠し
の

原は
ら　

一か
ず

志し

代
表
理
事
組
合
長

（
平
成
27
年
６
月
27
日
就
任
）

◆
略　

歴

・
昭
和
23
年
生
ま
れ

・
昭
和
52
年　

妻
鳥
農
協
入
組

・
平
成
15
年　
Ｊ
Ａ
う
ま
代
表
理
事

　
　
　
　
　
　

専
務

・
平
成
19
年　
Ｊ
Ａ
う
ま
代
表
理
事

　
　
　
　
　
　

組
合
長

・
平
成
22
～
25
年　
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
信
連

　
　
　
　
　
　

代
表
理
事
理
事
長

・
平
成
27
年　
Ｊ
Ａ
う
ま
代
表
理
事

　
　
　
　
　
　

組
合
長

Ｊ
Ａ
う
ま

福ふ
く

本も
と　

賴よ
り

幸ゆ
き

代
表
理
事
組
合
長

（
平
成
27
年
６
月
25
日
就
任
）

◆
略　

歴

・
昭
和
20
年
生
ま
れ

・
平
成
17
年　

新
居
浜
市
農
業
委
員

・
平
成
12
年
～
新
居
浜
市
治
良
丸

　
　
　
　
　
　

土
地
改
良
区
理
事
長

・
平
成
21
年　
Ｊ
Ａ
新
居
浜
市
理
事

・
平
成
22
年
～
新
居
浜
市
土
地
改
良

　
　
　
　
　
　

協
議
会
理
事

・
平
成
27
年　
Ｊ
Ａ
新
居
浜
市
代
表

　
　
　
　
　
　

理
事
組
合
長

Ｊ
Ａ
新
居
浜
市

県
内
Ｊ
Ａ
新
ト
ッ
プ
紹
介

〈イベント情報〉

10月31日（土）アイテムえひめで
レインボーフェスティバルを開催します！
　ＪＡ全農えひめとグループ会社は、10月31日（土）、松山市大可賀のアイテムえひめで、生産者と消
費者の交流イベント「レインボーフェスティバルinえひめ2015」を開催します。

■日時：平成27年10月31日（土）９：40～15：30
■場所：アイテムえひめ（松山市大可賀）
　この催しは、全農グループの経営理念「生産者と消費者を安心
で結ぶ懸け橋」に基づき、「新鮮で安全・健やかな食文化の創造」「生
産者と消費者のネットワーク」をコンセプトに、県内ＪＡや各種
団体のご協力により、毎年開催している県内ＪＡグループの一大
イベントです。今回で23回目になります。
　会場では、ＪＡ・関係組織による県内各地の農畜産物･特産品の
即売、食と農の体験イベント、キャラクターショー、オレンジロー
ドスタートイベントなどを行う予定です。
　出品参加を希望される担い手・グループは、最寄りのＪＡまた
は下記のイベント事務局までご連絡ください。
◆イベント事務局：ＪＡ全農えひめ　総務課（担当：湯上）（℡089－948－5308）
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私
が
四
国
へ
嫁
ぐ
時
、
叔
母
が
妙
な
事
を

言
っ
て
き
た
。「
ひ
ろ
み
ち
ゃ
ん
は
、
何
か

理
由
が
あ
っ
て
四
国
に
行
く
ん
や
ろ
う
ね
」。

「
…
う
ん
？
」
叔
母
が
何
を
言
い
た
か
っ
た

か
、
当
時
の
私
は
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
。

　

そ
れ
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
50
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
だ
っ
た
。
自
分
に
自
信
を
持
た
せ
て

く
れ
た
砥
部
焼
に
ご
恩
返
し
が
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
時
、「
あ
っ
そ
う
か
」。
叔

母
は
こ
れ
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
と
よ
う
や

く
呑
み
込
め
た
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
お
役
目

が
あ
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
昔
か
ら
窯

屋
の
奥
さ
ん
は
、
陰
な
が
ら
主
を
支
え
る
慎

ま
し
や
か
な
存
在
。
私
の
よ
う
に
自
分
の
名

前
で
作
品
を
発
表
す
る
人
は
そ
う
い
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
私
に
砥
部
の
産
地
は
や
さ
し

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
続
け
て
も
こ
れ
た
。
今

で
は
た
く
さ
ん
の
女
性
作
家
が
活
躍
し
て
い

る
。
今
度
は
私
の
番
だ
！
と
自
然
に
産
地
へ

の
思
い
が
湧
き
、
女
性
グ
ル
ー
プ
「
と
べ
り

て
」
の
誕
生
に
繋
が
っ
た
。
女
性
が
砥
部
焼

を
元
気
に
す
る
！
と
は
い
え
、
前
に
立
ち
は

だ
か
る
大
き
な
壁
を
ど
う
乗
り
越
え
た
ら
い

い
か
。
自
分
達
の
殻
を
破
り
、
新
し
い
扉
を

開
け
よ
う
と
も
が
き
な
が
ら
も
や
っ
て
き
た
。

　
「
動
い
て
い
る
人
に
し
か
チ
ャ
ン
ス
は
来

な
い
」。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
対
談
番
組
で
の

中
村
知
事
の
発
言
。そ
の
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
、

テ
レ
ビ
の
前
で
私
は
何
度
も
何
度
も
大
き
く

頷
い
た
。

　

そ
の
知
事
と
は
「
と
べ
り
て
」
結
成
間
も

な
い
頃
か
ら
の
ご
縁
で
、
応
援
を
頂
い
て
い

る
。
初
会
合
は
大
変
緊
張
し
、
待
っ
て
い
る

間
も
ソ
ワ
ソ
ワ
、
ド
キ
ド
キ
で
落
ち
着
か
な

い
。
段
々
と
顔
も
強
張
っ
て
く
る
。
そ
こ
へ

颯
爽
と
現
れ
た
知
事
は
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る

よ
り
断
然
カ
ッ
コ
い
い
。「
素
敵
～
」と
さ
っ

き
の
動
揺
は
ど
こ
へ
や
ら
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
知
事
の
対
応
で
、
皆
す
ぐ
に
ミ
ー
ハ
ー
化

し
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
場
は
一
気
に
和
み
、会
話
も
弾
む
。「
皆

さ
ん
は
砥
部
焼
ガ
ー
ル
ズ

4

4

4

4

で
す
ね
」
と
言
わ

れ
た
も
の
な
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
わ
か
っ

て
い
て
も
「
そ
う
か
も
～
♡
」
と
な
る
。
こ

砥部焼作家・砥部焼伝統工芸士。
昭和32年佐賀県大町町生まれ。九州造形短大デザイン科卒業
後、デザイン事務所（佐賀市）入社。昭和56年きよし窯・山田
公夫さんとの結婚を機に、きよし窯で活動、染付の仕事に入る。
平成４年一級技能士認定、技能士検定県知事賞受賞。平成９年
国の伝統工芸士（加飾部門）認定。平成15年タオル美術館（今
治市）にてHIROMI YAMADAブランドのデザインタオル発表。
平成17年砥部焼伝統産業会館にて初個展・陶雛ヒナマツリ「ひ
いなさま」開催。平成20年愛媛県美術会員、砥部町シンボルタ
ワー「愛伊砥（えいと）くん」のデザインに携わる。平成21年、
全国展開のベーカリーショップ・リトルマーメイドのオリジナ
ルカップをデザイン。平成22年いよてつ髙島屋にて個展「陶
雛ひなまつり」、平成23年タオル美術館ICHIHIROにて「山田
ひろみ常設展」開催。平成24年砥部町文化功労賞受賞、平成
26年砥部町無形文化財（加飾技術）認定。平成25年より女性
作家（７人）グループ「とべりて」代表として、女性目線での
砥部焼PR活動を展開中。
受賞歴は、愛媛の陶芸展 最優秀賞、一水会 奨励賞、県展 特選
４回、愛媛物産展 最優秀賞、砥部焼祭り新作展 大賞、他多数
受賞。
◆砥部焼窯元きよし窯
伊予郡砥部町五本松364　TEL 089-962-2168
https://www.facebook.com/kiyoshigama

HIROMI YAMADA山田ひろみ

今
だ
か
ら
「
と
べ
り
て
」

10



う
し
て
知
事
と
の
奇
跡
の
よ
う
な
繋
が
り
か

ら
、
私
達
は
存
分
に
知
事
パ
ワ
ー
を
戴
き
、

精
力
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

砥
部
焼
み
き
ゃ
ん
ピ
ン
バ
ッ
チ
も
誕
生
。
知

事
が
最
初
に
付
け
て
下
さ
っ
た
事
で
、
バ
ッ

チ
は
大
き
な
役
割
を
担
い
砥
部
焼
を
大
い
に

Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
胸
元
を
飾
る
「
み
き
ゃ
ん
」

は
ど
こ
か
し
ら
誇
ら
し
げ
に
見
え
た
し
、
私

達
に
と
っ
て
は
「
と
べ
り
て
」
の
星
☆
と
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

昨
夏
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ
四
国
の
観
光
列

車
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
で
使
う
食
器
も

私
達
が
作
っ
た
。
女
性
客
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

こ
の
企
画
は
「
と
べ
り
て
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
一
致
す
る
と
、
仕
事
の
依
頼
が
き
た
。
結

成
し
て
初
の
大
舞
台
、
私
達
の
力
が
試
さ
れ

る
。
打
ち
合
わ
せ
か
ら
納
品
ま
で
８
ヵ
月
以

上
か
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
待
望
の
試
乗
会
、

胸
が
高
鳴
る
。
年
甲
斐
も
な
く
ま
る
で
遠
足

気
分
で
皆
大
は
し
ゃ
ぎ
で
乗
り
込
む
。
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
自
分

達
の
器
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
と「
わ
ぁ
ー！
」

と
歓
声
が
上
が
る
。
車
窓
に
映
る
瀬
戸
内
の

海
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
大
役
を
果
た
し
た
安

堵
か
ら
か
、
皆
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
、
汗
し
た

制
作
の
日
々
を
癒
し
て
も
ら
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
立
ち
上
げ
当
初
は
、
い
ろ
い
ろ
不
安
も
多

か
っ
た
ろ
う
と
メ
ン
バ
ー
の
心
情
を
察
し
て

い
た
だ
け
に
、
皆
の
こ
の
笑
顔
は
何
よ
り
も

う
れ
し
く
、
尊
く
思
え
た
。

　

こ
う
し
て
色
々
あ
り
な
が
ら
も
、
ど
う
に

か
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
も
、
皆
様
の
お
蔭
と

感
謝
し
て
い
る
。
砥
部
の
佐
川
町
長
に
至
っ

て
は
「
と
べ
り
て
応
援
団
長
4

4

」
と
自
ら
公
言

さ
れ
、い
つ
も
温
か
く
見
守
り
、励
ま
し
「
頑

張
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
」
と
労
わ
っ
て
下
さ

る
。
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
出
逢
い
や
、
取
り

組
み
、
企
画
等
々
、
紙
面
の
都
合
上
ご
紹
介

で
き
な
か
っ
た
の
を
残
念
に
思
う
。

　

私
の
人
生
は
愛
媛
に
来
て
始
ま
っ
た
。
人

と
の
ご
縁
に
導
か
れ
、
助
け
ら
れ
、
求
め
ら

れ
、今
日
の
自
分
が
あ
る
。
嫁
い
で
来
た
頃
、

知
り
合
い
も
い
な
い
狭
い
世
界
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
た
あ
の
頃
の
私
は
、
今
の
私
を
想

像
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
歳
を
重
ね
る
と
は
い

い
も
の
だ
。
い
ろ
ん
な
事
が
起
こ
り
、
い
ろ

ん
な
想
い
が
駆
け
巡
る
。
今
じ
ゃ
な
い
と
わ

か
ら
な
い
事
や
、
今
だ
か
ら
や
れ
る
事
も
あ

る
。
心
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｎ
で
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い
き
た
い
。
が

ん
ば
れ
私
。
が
ん
ば
れ
「
と
べ
り
て
」！！

▲「みかんジュースが出た～～！！」山田さんが描いたみきゃんの鉢。行政
とのコラボ、いろいろやってます！

▲

「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
試
乗
会
は
す

ご
く
楽
し
い
ご
褒
美
で
し
た
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●ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会　40周年記念大会

「愛
え

顔
が お

の広がる活力ある産地」をめざして！
　愛媛県内の11ＪＡの21品目・80部会（のべ約
4,000人）で組織するＪＡ愛媛野菜生産者組織
協議会は、６月24日、「愛顔の広がる活力ある
産地をめざして」をテーマに松山市で40周年記
念大会・平成27年度通常総会を開催しました。
　大会には、県内11ＪＡの野菜生産者・役職員、
愛媛県、市場関係者など370人が出席し、40年
の歩みを振り返るとともに、大会決議を行った
ほか、愛媛県農産園芸功労知事表彰（個人３人・
１部会）、26年度野菜生産改善共進会（４品目）
の表彰のほか、ＪＡ全農えひめより40周年記念
の感謝状を４農家・３部会・功労者１人・協力
市場４市場に贈りました。
　協議会は、昭和50年10月に「野菜生産農家の
経営安定と野菜産地の振興」を目的に結成し、
栽培講習会・現地研修会・生産対策会等を通じ
て栽培技術や生産性の向上・生産基盤強化など
販売と連動した生産振興に取り組むとともに、
生産者参加等による「えひめ野菜」の消費宣伝・
販売促進活動に取り組んでいます。この間、協
議会の取扱額は平成５年に100億円を超えて以降
減少傾向で、平成26年は約55億円に減少してお
り、品質向上・反収アップ、１戸あたり栽培面積
の拡大、生産コスト低減や後継者・地域リーダー
の育成を積極的に進めることを確認しました。
　通常総会では、27年度計画と宝利義博会長（Ｊ
Ａうま・新任）以下の新役員体制を決めたほか、
「ＪＡグループの自己改及びTPP交渉に関する
特別決議」を採択しました。
　その他の主な役員および受賞者は次のとおり
（敬称略・カッコ内はＪＡ名。）。
◆平成27～28年役員体制
▽副会長＝福山数義（えひめ中央・新任）、三
好三智男（ひがしうわ・新）
【愛媛県農産園芸功労知事表彰】▽農業者＝森
賢一郎（松山市）▽他の模範となる者＝上村正
治（元名京阪神愛媛会副会長）▽団体役職員
＝白石敏夫（松山市）▽他の模範となる団体＝

JA西条春の七草部会
【26年度野菜生産改善共進会】
◆夏秋きゅうり▽県知事賞＝中岡將（愛媛たい
き）▽全農愛媛県本部長賞＝兵頭祐一（ひがし
うわ）▽協議会会長賞＝東中利男（愛媛たいき）、
上城伸也（ひがしうわ）、能田清志（えひめ中央）
◆夏秋とまと▽県知事賞＝西川健二（愛媛たい
き）▽全農愛媛県本部長賞＝中嶋豊（松山市）
▽協議会会長賞＝中野知昭（愛媛たいき）、稲
田久光（同）、田丸幸彦（松山市）
◆夏秋なす▽県知事賞＝福岡暉司（えひめ中央）
▽全農愛媛県本部長賞＝武智昭（同）▽協議会
会長賞＝窪田正明（同）、江戸貴幸（同）、松田
雄輝（おちいまばり）
◆ミニトマト▽県知事賞＝井門裕彦（おちいま
ばり）▽全農愛媛県本部長賞＝日高義久（えひ
め中央）▽協議会会長賞＝辻田隆一（同）、吉
本誠司（おちいまばり）、芝祥正（ひがしうわ）
【40周年記念感謝状】▽野菜振興優秀農家＝渡
辺十二（おちいまばり・元ＪＡ愛媛野菜生産者
組織協議会長）、石原保志（周桑・元同協議会
メロン部会長）、山内正和（周桑・元同協議会
アスパラガス部会長）▽優秀部会＝ＪＡうま特
産部会里芋専門部会、ＪＡ松山市ピーマン部会、
ＪＡ愛媛たいききゅうり部会▽功労者＝小仲克
彦（元名京阪神愛媛会会長）▽協力市場＝ＪＡ
全農青果センター㈱大阪センター、京都青果合
同㈱、大果大阪青果㈱、大阪中央青果㈱

●愛媛県肉牛生産者協議会27年度総会

繁殖牛の基盤維持と経営体質強化めざす
　愛媛県肉牛生産者協議会は、６月15日、松山
市のＪＡ愛媛で平成27年度総会を開き、27年度
事業計画を決めました。
　27年度事業方針では、防疫・衛生管理の徹底
により安全・安心な伊予牛「絹の味」の生産・
販路拡大、県ブランド牛の生産・販売と併せ県
行政と一体となってオール愛媛ブランド牛の認
知度向上、県内産繁殖牛の基盤維持と子牛育成
技術の向上等に取り組みます。また、TPPに関
する国会決議の実現を求める特別決議を採択し
ました。

　なお、総会に先立ち、26年度優良生産者として、
大塚久寿さん（ＪＡにしうわ）を表彰しました。
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●愛媛県くり研究同志会平成27年度総会

特選・銘柄栗の販売強化を！

●第21回　愛媛県JA−SSチェーン大会

お客様のドライビングパートナーとしての店づくり！

　愛媛県くり研究同志会（会員2,157人）は、６
月５日ＪＡひがしうわ城川支店で、平成27年度総
会を開き、大野奉孝会長（ＪＡ愛媛たいき・再任）
以下の役員体制と農家所得の向上と競争力のあ
る産地づくりに向けた27年度計画を決めました。
　また、「ＪＡグループ自己改革及びTPP交渉に
関する特別決議」を採択しました。
　愛媛県は26年のクリ生産量が全国第３位で、
クリは中山間地域の基幹作物。27年度計画では、
①特選・銘柄クリ等のブランド商品の生産・販
売体制の強化、②消費者ニーズに沿った安全・
安心なクリ栽培、③各種研修会の充実による高
品質果実生産、④消費地と産地の的確な情報交
換と行政・ＪＡと一体となりクリ産地の維持発展
に取り組むことを確認しました。
　総会後は、ＪＡ愛媛たいき営農指導課の東浩
一さんが「日本一のクリ産地をめざして」と題し
て事例発表し、緩効性一発肥料やナギナタガヤ
を使った草生栽培などを通じた省力化対策、農
家手取りとやる気の向上に向けた加工契約販売
と銘柄栗の取り扱い拡大、地域が一体となった
「大洲まるごと栗イズム」の取り組みを紹介しま

した。
　なお、26年産栗のＪＡ全農えひめ扱いの販
売実績は、数量402ｔ（前年比113％・計画比
101％）、㎏単価648円（同92％）で数量増の単価
安となりましたが、市場出荷数量は計画比101％
と計画を上回る出荷となりました。
　その他の主な役員は次のとおり（敬称略・カッ
コ内は所属ＪＡ）。
▽副会長＝岡田廣實（えひめ中央・新）▽監事
＝笹岡庄蔵（ひがしうわ・新）、伊勢谷重一（え
ひめ南・新）

　愛媛県JA－SSチェーン本部（メンバー38SS）
は、６月10日ＪＡ愛媛で第21回大会を開きました。
　大会では、平成27年度の活動計画を決め、大
会決議を採択。修正マスタープランに基づく老
朽化対応として統廃合による拠点整備を行うと
ともに、地域ライフライン網の維持に向けた取り
組みを進め、事業基盤の再構築による競争力強
化と、営農用・配送油種の安定供給とコスト削
減に取り組み、組合員・利用者から信頼される
JA－SSをめざすこと、チェーン活動を通じてド
ライビングパートナーとしての店づくりに取り組
むことを確認しました。
　なお、優秀SSや従業員表彰も行われました。
受賞者は次のとおりです（敬称略・カッコ内は
SS名）。
【総合表彰】㈱ＪＡ東宇和サービス野村中央SS、
ＪＡ愛媛たいきサンライズ56SS、【揮発油部門】
ＪＡ西条古川SS、ＪＡ愛媛たいき長浜セルフSS
【新規客数拡大部門】ＪＡ周桑中央SS、ＪＡえひ

め中央伊予セルフSS【油外収益部門表彰】ＪＡ
愛媛たいき川下SS、ＪＡ愛媛たいき大瀬SS【SS
従業員表彰】▽SS所長＝小野耕一（ＪＡにしう
わ三瓶）▽SS従業員＝村上雄（ＪＡ周桑中央）、
近藤大介（ＪＡえひめ中央拝志）、岡本章宏（Ｊ
Ａ愛媛たいきサンライズ56）、田中伸治（㈱ＪＡ
東宇和サービス野村中央）、近藤雄介（ＪＡえひ
め南JASS－PORT津島）
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●愛媛県米麦振興協会第21回通常総会

品質向上・安定生産と販売促進、優良種子の確保を
　愛媛県米麦振興協会は、６月10日、ＪＡ愛媛
で第21回通常総会を開き、26年度事業計画を決
めました。会議には、県・行政、ＪＡなど関係
者約20人が出席しました。
　米については、県内需要に応じたＪＡ別・銘
柄別作付け計画に基づいた生産誘導と作型の集
約を推進。「コシヒカリ」「あきたこまち」「ヒ
ノヒカリ」を中心に作付誘導を行うとともに、
酒米用の「松山三井」「しずく媛」など用途別
需要に即した生産誘導を行います。「にこまる」
は、平坦地を中心に計画的に導入を進めるとと
もに、低温・日照不足の条件下でも本県への適
応性が一定確認できたことから、26年産「ヒノ
ヒカリ」に次ぐ米の食味ランキング「特Ａ」評
価獲得に向けて取り組みます。

　主食以外の「水田活用米穀」の作付を推進し、
現行耕作面積のフル活用を進めるとともに、低
コスト多収生産技術の確立に向け、品種や栽培
技術の実証を行います。
　28年連続生産量日本一のはだか麦は、愛媛特
産品として維持するため、担い手を中心に品質
向上や確実な生産量確保と安定的な供給体制の
確立に取り組みます。高品質・安定生産に向け
新品種「ハルヒメボシ」は優良な種子生産の確
保を図り中長期的な生産導入、加工適性試験、
の継続実施などに取り組みます。
　大豆は、担い手への集約、ブロックローテー
ションを進め、高品質・安定生産技術の確立・
普及徹底に取り組みます。

●平成27年度農業経営支援実践研修会

営農・信用が連携し、ＪＡの総合力で担い手の経営支援を
　ＪＡ全農えひめ営農振興課とＪＡ愛媛県信連、
ＪＡ愛媛中央会は、６月12日、松山市で、「平成
27年度農業経営支援実践研修会」を開きました。
　この研修会は、ＪＡの営農・信用の担当者が
一体となり担い手の農業経営支援能力を習得
し、ＪＡの総合力を発揮して担い手の所得向上
につなげることを目的に、初めて共同で開催し
ました。ＪＡの営農指導員やTAC、農業融資
実務者など60人が参加しました。
　営農部門ではTAC活動、信用部門では農業
メインバンク実践計画と農機具等リース応援事
業（アグリシードリース）の概要などの情勢を
報告した後、参加者は７班に分かれてグループ
ワーク演習を行いました。
　演習では、与えられた例題を基に、担い手の

経営上の問題点を洗い出し、担い手の意向を踏
まえて、作付品目・面積などの経営内容、機械
化・施設化等の投資、労働力・労務費、融資な
どを勘案して、担い手に提案する「経営改善計
画表」を作成していきました。

●第48回全農乾椎茸品評会

成髙王洋さんが３年連続農林水産大臣賞受賞！
～愛媛県から８人が入賞しました～

　ＪＡ全農主催の第48回全農乾椎茸品評会が、
６月16日石川県金沢市で開かれ、愛媛県関係で
は中葉中肉の部で成髙王洋さん（ＪＡ愛媛たい
き）が３年連続の農林水産大臣賞を受賞したほ
か、８人が入賞しました。
　今回は全国21県から350点、うち愛媛県から
は35点が出品され、審査の結果、各賞が決まり
ました。入賞者は次の皆さん（敬称略・カッコ
内はＪＡ名）。
▽農林水産大臣賞〈中葉中肉の部〉＝成高王洋
（愛媛たいき）▽全農会長賞〈大葉厚肉の部〉
＝大塚幸男（ひがしうわ）、〈大葉中肉の部〉＝
和気重臣（愛媛たいき）、〈中葉厚肉の部〉＝河
内逡一（同）、中村重清（ひがしうわ）▽日本

きのこセンター理事長賞〈中葉厚肉の部〉＝久
保勝利（愛媛たいき）、〈中葉中肉の部〉＝大和
田孝（ひがしうわ）▽全農全和会長賞〈大葉厚
肉の部〉＝高橋茂行（ひがしうわ）

▲�

３
年
連
続
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
成
髙
さ
ん
出
品

の
乾
椎
茸
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６
次
産
業
化
で
、
地
域
に
活
力
を

次
産
業
化
と
は
、
原
材
料
を
生
産

す
る
１
次
産
業
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
加
工
な
ど
の
２
次
産
業
、
更
に
は

サ
ー
ビ
ス
や
販
売
な
ど
の
３
次
産
業
ま
で

含
め
、
１
次
か
ら
３
次
ま
で
一
体
化
し
た

産
業
と
し
て
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
月
は
、
愛
媛
県
に
お
け
る
６
次
産
業

化
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
総
合
調
査
は
、
農
業
経
営

体
及
び
農
協
等
に
よ
る
農
産
物
の
加
工
、

農
産
物
直
売
所
、
観
光
農
園
、
農
家
民
宿

及
び
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
各
事
業
（
以

下
「
農
業
生
産
関
連
事
業
」
と
い
う
。）

で
、前
年
度
に
比
べ
て
93
億
円（
11
・
４
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
業
態
別
に
は
、
農
産
物

の
加
工
が
６
２
２
億
円
と
最
も
多
く
、
全

体
の
68
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

  

ま
た
、
年
間
販
売
金
額
を
都
道
府
県
別

に
み
る
と
、
愛
媛
県
は
北
海
道
、
静
岡
県

に
次
い
で
全
国
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　

事
業
体
数
は
９
５
０
事
業
体
、
従
事

者
数
は
７
、０
０
０
人
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
そ
れ
ぞ
れ
10
事
業
体
（
１
・
１
％
）、

２
０
０
人
（
２
・
９
％
）
増
加
し
て
い
ま

す
（
図
２
・
３
）。

　

農
山
村
地
域
の
所
得
や
雇
用
を
増
大

し
、
地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
を

そ
の
ま
ま
出
荷
す
る
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
や
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
加

工
、
直
売
等
を
行
い
高
付
加
価
値
化
を
図

る
ほ
か
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
観
光

農
園
、
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等

多
様
な
取
組
と
融
合
し
た
事
業
展
開
を
図

る
な
ど
、
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、

農
業
を
起
点
と
し
て
新
た
な
価
値
を
創
出

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
意
欲
あ
る
農
業
者

の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
６
次
産
業
化
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

の
販
売
金
額
、
従
事
者
数
等
を
調
査
し
た

も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
全
国
の
農
業
生
産
関

連
事
業
に
よ
る
年
間
総
販
売
金
額
は

１
兆
８
、２
５
３
億
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
８
０
１
億
円
（
４
・
６
％
）
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
従
事
者
数
は

46
万
８
、２
０
０
人
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
万
７
、０
０
０
人
（
３
・
８
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
愛
媛
県
の
農
業
生
産
関
連
事
業

に
よ
る
年
間
販
売
金
額
は
９
０
９
億
円

地域の農産物等が新たな価値を生み出す！
－ ６次産業化総合調査（平成25年度）結果から －

愛
媛
県
の
年
間
販
売
額
は

全
国
第
３
位

６図１　農業生産関連事業年間販売額（平成25年度、都道府県別）
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図２　農業生産関連事業の年間販売金額
　　　及び事業体数の推移（愛媛県）

図３　農業生産関連事業の
　　　従事者数（愛媛県）
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

₆
月
号
の
答
え
は
「
57
回
目
（
代
目
）」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

仲
野
み
つ
ぎ
さ
ん
（
松
山
市
）	

秦　
　

一
也
さ
ん
（
今
治
市
）

明
比　

美
子
さ
ん
（
西
条
市
）	

藤
田
亜
紀
子
さ
ん
（
今
治
市
）

鳥
生　

逸
夫
さ
ん
（
今
治
市
）	

武
智
セ
ツ
子
さ
ん
（
松
山
市
）

村
上
美
佐
子
さ
ん
（
上
島
町
）	

三
木
江
正
治
さ
ん
（
西
予
市
）

越
智　

修
三
さ
ん
（
今
治
市
）	

大
野　

幸
恵
さ
ん
（
砥
部
町
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
９
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
10
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
と
グ
ル
ー
プ
会
社
は
、
10
月
31
日

に
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
県

内
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
団
体
な
ど
の
出
品
参
加
を
得
て
開

催
し
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
名
は
？

「
○
○
○
○
○
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

続
は
力
な
り
」
と
っ
て
も
い
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
、

私
も
大
好
き
な
言
葉
で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

●
山
田
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
人
生
で
、出
逢
い
・

ご
縁
は
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
頑

張
っ
て
い
る
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

い
ま
し
た
。

	
	

（
松
山
市
・
大
西　

傑
さ
ん
）

●
ホ
テ
ル
椿
館
が
主
催
す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
感

謝
し
ま
す
。
ホ
テ
ル
と
愛
媛
産
農
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
の

た
め
に
今
後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
内
子
町
・
奥
田　

愛
梨
さ
ん
）

●
な
ん
で
も
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
、
知
り
合
い
の
青
野
小
夜
子
さ
ん

が
ホ
テ
ル
椿
館
主
催
の
ア
ス
パ
ラ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ア
ス
パ
ラ
も
立
派
に
作
り
最
高
で
す
ね
。

	
	

（
西
条
市
・
長
谷
川　

光
子
さ
ん
）

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
で
お
茶
が
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
誌
で
県
内
の
茶
産
地
４
Ｊ
Ａ
で
組
織
す
る
協
議

会
が
新
茶
ま
つ
り
開
催
の
記
事
を
読
ん
で
、
お
茶
の
素

晴
ら
し
さ
に
ハ
マ
り
そ
う
で
す
。

	
	

（
上
島
町
・
益
崎　

君
枝
さ
ん
）

●
ク
ッ
キ
ン
グ
を
読
ん
で
。
飲
ん
だ
り
、
固
め
て
ゼ
リ
ー

に
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
米
料
理
に
も
使
え
る
え

ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
！　

炊
き
込
み
ご
飯
に
挑
戦

し
て
み
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
え
ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス

は
お
い
し
い
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
え
ひ
め
が
行
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
直
売
所
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
ま
す
。
あ
と
４
か
所
な
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
頑
張

り
ま
す
！

	
	

（
今
治
市
・
菅　

隆
子
さ
ん
）

●
ジ
ュ
ー
ス
の
炊
き
込
み
ご
飯
が
気
に
入
り
ま
し
た
！

小
学
校
の
給
食
に
も
出
て
い
る
み
か
ん
ご
飯
は
、
東
京

転
勤
の
友
達
も
東
京
の
方
に
伝
え
て
好
評
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

	
	

（
松
山
市
・
伊
藤　

公
則
さ
ん
）

●
特
集
の
関
岡
副
本
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ト
ー
タ
ル
ア

グ
リ
ー
ド
事
業
」。
ど
こ
の
産
地
に
お
い
て
も
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
に
よ
り
生
産
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中

で
、
果
樹
等
の
広
域
選
果
の
件
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
ぜ
ひ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し

て
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
集
荷
等
の
問
題
は
あ

り
ま
す
が
…
。

　

農
協
法
改
正
案
が
衆
議
院
を
通
過
し
ま
し
た
。
こ
の
改

正
案
の
目
標
に
農
業
所
得
の
増
大
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
所
得
が
増
加
す
る
の
か
全
く

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
の
改
革
に
よ
り
資
材
等
の
経

費
の
削
減
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
中
山
間
地
帯
の
実

態
を
把
握
し
た
う
え
で
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
大
本　

昭
裕
さ
ん
）

●
関
岡
副
本
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

の
事
業
方
針
、
事
業
の
進
め
方
が
品
目
別
に
詳
し
く
の

べ
ら
れ
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
農
家
が
気
に
な
り

ま
す
の
は
資
材
価
格
で
す
が
、
全
農
が
価
格
引
き
下
げ

に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

全
農
が
事
業
に
取
り
組
む
姿
勢
は
よ
く
わ
か
り
ま
す

が
、
農
協
の
役
員
を
や
っ
て
い
て
も
ま
っ
た
く
伝
わ
っ

て
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
農
家
の
立
場
で
は
全
農
の
存
在

す
ら
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
農
協
や
農
家
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

	
	

（
松
山
市
・
荻
山　

増
男
さ
ん
）

●
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
拝
見
し
、
私
の
若
か

り
し
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
三
度
の
食
事
の

支
度
と
子
育
て
で
平
凡
な
毎
日
「
私
の
人
生
こ
れ
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
か
」そ
ん
な
時
、も
と
も
と
好
き
だ
っ

た
司
会
の
仕
事
に
出
逢
い
、
主
人
の
協
力
も
あ
っ
て
、

家
庭
・
パ
ー
ト
の
仕
事
・
司
会
と
三
つ
こ
な
し
、
充
実

し
た
楽
し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
絹
か
わ
な
す
」
の
苗
を
今
治
の
地
で
栽
培
し
て
も
「
水

の
都　

西
条
」の
よ
う
に
は
育
た
な
い
そ
う
で
す
。「
絹

か
わ
な
す
」
が
「
幻
の
野
菜
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
豊

か
な
土
壌
と
名
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
、
ト
ロ
リ
と
し
た
食
感
、
甘
み
、
と
り
こ
に
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

●
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
の
陶
雛
つ
く
り
と
の
出
逢
い
は
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
年
代
も
そ
ん
な
に

変
わ
ら
な
い
の
で
、
と
っ
て
も
共
感
し
ま
し
た
。「
継

★特集は、ＪＡ全農えひめの
「生産資材コスト低減の取り
組み」を紹介しました。「トー
タルアグリード事業」の取り
組みを通じて、予約結集等に
よる低コスト資材の供給と収
量・品質の向上、省力化を進
めることで、トータル的なコ
スト低減に取り組んでいま
す。ご一読ください。
　「にこまる」など愛媛県産農
産物のPRでも活躍している愛
媛県のイメージアップキャラ
クター「みきゃん」が、今年
も「ゆるキャラグランプリ」
にエントリー。投票は11月16
日まで。愛媛を盛り上げるた
めに、グランプリ獲得に向け
応援しましょう！ 	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約343kcal
トマト	 １個
オクラ	 ４本
卵	 １個
大葉	 ４枚
白ゴマ	 大さじ１
刻み海苔	 適量
ご飯	 ２合
ケチャップ	 大さじ１
　Ⓐ〈寿司酢〉
　酢	 大さじ２・1/2
　砂糖	 大さじ３
　塩	 小さじ1/2

〈作り方〉
①　トマトは芯を取り除き、丸のまま湯むきをす
る。

②　鍋に水、砂糖、杏露酒を入れて温め、①とレ
モンを入れて弱火で５分位炊き、鍋ごと冷や
す。

③　器に盛り、チャービルをのせる。

冷やしトマト トマトのサラダ寿司トマトとエビのチリソース

〈作り方〉
①　エビは殻をむき、背わたを取り、水でさっと
洗って水気を取り、片栗粉をまぶす。

②　鍋に湯を沸かし、①のエビを１尾ずつ入れ、
浮いてきたら取り出す。

③　トマトは大きめの角切り。キュウリは縦半分
に切り、種を取り、斜めに切る。

④　フライパンに油を熱し、豆板醤を炒めて辛味
と香りが出ればⒶを入れ、さらに香りが立て
ば鶏ガラスープを加え、Ⓑで味を付ける。

⑤　④が沸けば、②③白ネギを加え、さらに沸い
たところへ水溶き片栗粉でトロミをつける。

⑥　器にサニーレタスを敷き、⑤を盛り付ける。

〈作り方〉
①　鍋にⒶとケチャップを入れて火にかけ、よく
混ぜ、ひと沸きさせて火を止める。

②　ボウルにご飯を入れて①を入れ、しゃもじで
切るように混ぜ合わせる。

③　トマトは湯むきをし、横半分に切り、種を取
り除き、１㎝角に切る。

④　オクラは塩茹でして冷水に取り、小口切り。
⑤　ボウルに卵を割りほぐし、フライパンで薄焼
き玉子を焼き、刻む。

⑥　②に③④、刻んだ大葉、ゴマを混ぜ合わせる。
⑦　器に盛り付け、⑤と刻み海苔をのせる。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約181kcal
トマト（小）	 ４個
水	 540㏄
砂糖	 150ｇ
杏露酒	 100㏄
レモン（３㎜幅・半月切り）	 ４枚
チャービル	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約162kcal
トマト	 ２個
無頭エビ	 16尾
片栗粉	 適量
キュウリ	 １本
白ネギ（みじん切り）	 1/2本
サラダ油	 大さじ１
豆板醤	 小さじ1/2 ～
　ケチャップ	 大さじ２
　ショウガ（みじん切り）	 大さじ１
　ニンニク（みじん切り）	 小さじ１
鶏ガラスープ	 300㏄
　酒	 大さじ１
　砂糖	 小さじ２
　コショウ	 少々
水溶き片栗粉	 大さじ２～
サニーレタス	 ２枚

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
）
ト
マ
ト
と
エ
ビ
の
チ
リ
ソ
ー
ス
、（
右
）
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
寿
司
、

（
中
後
）
冷
や
し
ト
マ
ト

Ⓐ

Ⓑ

真っ赤な完熟トマトは栄養満点、
真夏の暑さを乗り切る健康野菜

今月の素材

トマト

NOW NOWCOOKING
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を使用しています。
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